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平成２８年度町長との対話集会 会議録  

 

日  時  平成 28年 6月 6日 (月 ) 19： 00 ～  20： 45 

会  場  農業会館  

町執行部  小谷町長、石井副町長、飯島教育長、小野瀬町長公室長、小川ま

ちづくり推進課長、佐藤こども課長、額賀福祉課高齢者支援係

長、砂野町長公室参事、海老澤室長補佐  

議  員 今村議長、海老沢副議長、小沼議員  

出 席   者   47名  

 

町  民    資料 1について、国立社会保障人口問題研究所の推計として 20

40年に町の人口が約 12,500人に減少すると予想されており、それ

に対して町は将来人口の目標を 15,000人と設定しているが、この

約 2,500人の差を埋めることについては 91の施策を行うことで実

現可能なのか。  

 

町  長    実現をさせたい。地方創生の取り組みは、行政だけで成し遂げ

ることは難しい。産官学金労言の皆で取り組んで成果を上げてい

きたい。  

例えば大洗町の出生率が何故低いのかということは、先ほど説

明したところであるが、 20～ 40歳までの女性の方、特に都市部で

就職し、そのまま結婚する方はほとんど町に戻らないということ

が一つの原因としてある。大洗町は結婚してこれからという 20～

30歳代の流出が高く、それを食い止めるための仕事の創造をしっ

かりやらないといけないと考えている。その為には行政のみだけ

でなく、民間事業者の皆様とも協力していかないと成果を上げる

ことはできない。国の出生率が 1.46のなか、出生率 2.0という高い

目標を達成するためには色々なことをやっていかないといけない。  

もう一つは、移住・定住の促進について、どこの自治体も人口

減となるため大都市に住んでいる方をターゲットにし、迎え入れ

られるような展開をしていこうということである。農業経営者で

ある皆様は労働力として外国人研修生の受入れをしているが、そ

ういう分野を置き換えて、ガルパンで来ている方々の働き先とし

ていくと定住に繋がり、結婚・出産などの成果に繋がる。そうい

ったことを目指して協力してやっていきたい。  

 

町  民    若い人を増やすには、まず働く場所の創出が必要だと考える。

町内に企業の誘致が必要なのでは。  

 

町  長    茨城県は工業の立地件数、立地面積共に全国１位である。大洗



 農業会館  

- 9 - 

町は工業地から近い環境にはないが、茨城工業団地や友部 JCT付

近は盛んに整備が進んでいる。先日の開発公社の総会においても

茨城県に対する希望を持っている企業は多くなっていると聞いて

いる。町には工業団地があるわけでなく、工場誘致はなかなか難

しいところがあるが、大洗町だけで考えるのではなく、近隣に工

業誘致がされることで大洗に住んでもらうベットタウンとしての

あり方もあると思う。  

また、例えば原子力研究所に関連する施設や事業所などは大洗

を中心に展開してもらうなど、できるだけ大洗のエリアの中に呼

び込む努力をする。  

あるいは、かねふくめんたいパークのような約 120万人もの集

客があり、２百数十名もの雇用があるようなサービス産業に向け

ての取り組みを強めていくことも大事である。  

      二葉地区の開発として、企業連携をする秋田のニューバイオフ

ァームについては、きりたんぽの加工工場やリンゴジュースの加

工など、多様な事業展開を行いながら約 80名の雇用がある。大洗

でも立ち上げの構想の中で 50名以上の雇用の創出ができると見込

んでおり、こういったものができてくると若い女性が留まるよう

な環境が整ってくると思う。特に民間活動を誘発していくことが

課題である。大洗町も潜在力を発揮し、色々な業を立ち上げてい

くことが大事である。  

 

町  民    梅雨時期となるため、町内の下水の清掃をお願いしたい。  

      茨城空港の関係で航路が変わったのか、百里基地の戦闘機の騒

音がうるさいため、町から話してほしい。  

 

町  長    騒音測定をして、次に繋がるように展開したい。  

      下水については了解した。  

 

町  民    ふるさと納税について、大洗町はどのぐらいの寄付額があった

のか。また、どのような返礼品を返しているのか。  

 

町  長    昨年 12月からこれまでの返礼品に替えて、約 230品目に上げて

展開している。ガルパンファンが全国各地から来ている効果もあ

ると思うが、 12月のみで約 1億 7千万円のふるさと納税をいただ

いた。今年 3月に入り 2億円を超えており、今年度は 3～ 4億円程

度になるのではと期待している。  

      230品目ある返礼品の中では、海の幸であるカニなどが人気で

ある。また、大洗で獲れるものの他に常陸牛なども人気が高い。

今後も大洗ブランドを認証しながら、新たに盛り込んでいきたい
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と考えている。  

      ふるさと納税は全国的に返礼品がエスカレートし、本来の趣旨

から逸脱している傾向があり、総務省からブレーキがかけられて

いる。返礼品をもらう方としては全国各地の情報を比べて良いも

のをもらおうとするが、本来の趣旨のとおり、気持ちとして返礼

するぐらいでいいと考えている。  

 

 

閉会  20： 45  


